
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演題名： 肺神経内分泌癌との鑑別を要した類上皮横紋筋肉腫の一例 

 

抄録本文： 

症例は 60歳男性の現喫煙者。呼吸困難を主訴に左上葉から前縦隔にかけての腫瘤影が発

覚し、開胸下縦隔腫瘍生検にて広範な壊死と一部ロゼット形成様所見を伴う異形細胞のシ

ート状増殖を認めた。chromogranin A・synaptophysinなどの神経内分泌マーカーは陽性

であったが上皮系マーカーの AE1/AE3は陰性であり、小細胞肺癌・神経内分泌大細胞肺癌

や肉腫が鑑別に挙がる所見であった。遠隔転移は明らかでなく、限局型小細胞肺癌に準じ

た化学放射線療法を先行させながら更なる追加免疫染色を行った。化学放射線療法にて一

定の腫瘍縮小を得たが、免疫染色では desmin・myogenin・MyoD1などが陽性であり、最終

的に類上皮横紋筋肉腫と診断した。手術は本人が拒否され、経過中肺膿瘍も来したため現

在積極的治療は行わず経過観察中である。類上皮横紋筋肉腫は稀だが本症例のように肺癌

との鑑別を要することもあり、これを報告する。 


